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337

編
集
後
記

　
本
号
（
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
五
十
七
号
）
は
、
法
律
学
・
政
治
学
の
領
域
に
関
す
る
七
本
の
論
文
を
収
録
し
た
。
い
ず
れ
も
、
指

導
教
授
の
推
薦
を
受
け
、
学
術
的
価
値
の
高
い
研
究
成
果
で
あ
る
。
論
文
執
筆
者
各
位
が
、
完
成
に
至
る
ま
で
に
払
わ
れ
た
努
力
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
こ
の
研
究
成
果
を
生
か
し
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

　
本
誌
は
、
修
士
課
程
に
お
け
る
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
修
士
論
文
を
中
心
に
、
当
研
究
科
所
属
の
大
学
院
生
か
ら
の
公
募
に
よ
る

論
文
を
収
録
す
る
媒
体
で
あ
る
。
博
士
課
程
に
続
け
て
進
学
す
る
場
合
、
自
ら
の
研
究
を
公
刊
す
る
場
は
開
か
れ
て
い
る
が
、
修
士

課
程
で
修
了
す
る
者
に
、
そ
の
機
会
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
優
秀
な
修
士
論
文
を
完
成
さ
せ
た
院
生
各
位
は
、
こ
の

貴
重
な
場
を
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
勿
論
、
博
士
課
程
か
ら
の
応
募
も
大
歓
迎
で
あ
る
。
来
号
に
つ
い
て
も
、

秋
学
期
後
半
に
公
募
の
告
知
を
す
る
見
込
み
で
あ
る
の
で
、
関
心
を
有
す
る
大
学
院
生
は
、
本
誌
記
載
の
投
稿
規
定
を
参
考
に
準
備

さ
れ
た
い
。

　
前
号
に
続
き
、
本
号
編
集
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
の
乗
み
ど
り
氏
、
村
山
夏
子
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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